


「八雲町長」「八雲町議会議員」選挙
立候補予定者説明会

９月５日（火）午前10時

【問い合わせ先】選挙管理委員会　10137－62－2111

日時

シルバープラザふれあいホール場所

　

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
8
月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬

は
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
な
ど
を
狙

い
、
昼
夜
人
里
近
く
に
出
没
す
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
音
を
出
し
歩
き
ま
し
ょ
う
】

　

山
や
畑
に
は
1
人
で
入
ら
ず
、

鈴
を
つ
け
た
り
話
を
し
な
が
ら
歩

き
ま
し
ょ
う
。

【
う
す
暗
い
と
き
に
は
山
に
入
ら

　

な
い
】

　

う
す
暗
い
と
き
は
、
人
も
熊
も

周
り
の
様
子
が
見
え
に
く
く
、
ば
っ

た
り
出
会
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
な
ど
を

　

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返

　

し
ま
し
ょ
う
】

　

ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
な
ど
気

配
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返

し
ま
し
ょ
う
。

【
絶
対
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
！
ゴ
ミ

　

は
全
て
持
ち
か
え
り
ま
し
ょ
う
】

　

残
飯
や
生
ゴ
ミ
、
空
き
缶
な
ど

は
ヒ
グ
マ
の
ご
ち
そ
う
で
す
。
土

に
埋
め
て
も
す
ぐ
に
嗅
ぎ
つ
け
ま

す
。
一
回
覚
え
る
と
何
度
で
も
出

没
し
、
次
に
訪
れ
る
人
が
危
険
で

す
の
で
、
ゴ
ミ
は
す
べ
て
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

【
動
物
の
死
体
を
見
つ
け
た
ら
、

　

そ
の
場
所
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
】

　

エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
死
体
を
見
つ

け
た
ら
、
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ

さ
い
。
近
く
に
ヒ
グ
マ
が
隠
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
作
物
が
食
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

　

自
衛
を
行
い
ま
し
ょ
う
】

　

畑
の
周
囲
は
、
見
通
し
を
良
く

し
て
く
だ
さ
い
。
刈
り
払
い
は
巡

回
す
る
ハ
ン
タ
ー
の
安
全
確
保
の

た
め
に
も
重
要
で
す
。

【
人
家
近
く
で
目
撃
し
た
と
き

や
、
作
物
な
ど
に
被
害
が
発
生

し
た
と
き
は
届
け
出
ま
し
ょ
う
】

　

人
家
近
く
で
目
撃
し
た
と
き
や

作
物
な
ど
に
被
害
が
発
生
し
た
と

き
は
役
場
担
当
課
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
農
林
課
林
業
係

　

☎
0
1
3
7
│
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│
2
2
0
3

・
産
業
課
農
林
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

【発信内容】
選挙の情報、選挙啓発に関する情報など

【アカウント名】
八雲町選挙管理委員会＠yakumo_senkan

八雲町選挙管理委員会ツイッター

任期満了（平成29年10月22日）
【告示日】10月10日（火）
【投票日】10月15日（日）

町長選挙および
町議会議員選挙の日程

ヒ
グ
マ
に

ご
注
意
を
！

ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
こ
と

が
、
一
番
大
切
で
す

ゴ
ミ
は
ヒ
グ
マ
を
呼
び
ま
す

高齢者叙勲受章
旭日単光章（自治功労）

池田幸也さん（東町）

いけ だ さち や

受章おめでとうございます

　池田幸也さんは、昭和58年に八雲町議会議員に当選

され、平成11年まで、通算4期16年の永きにわたり、

町政に参画し、地方自治の振興発展に尽力されまし

た。この間、産業建設常任委員会委員長、議会運営委

員会副委員長などを務め、高邁なる政治理念をもち豊

かな明るい社会の発展に貢献されました。さらに、昭

和63年4月から平成24年4月まで八雲町身体障害者福祉

協会会長として、福祉増進や文化的向上を目的とした

活動をされ、障がい者福祉の伸展に尽力するととも

に、地域での社会福祉に多大な貢献をされるなど、

数々の功績が認められ、このたびの受章となりました。
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限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　
　
　
　
　
　
　
　

認
定
証
の
申
請
を
！

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
へ
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

◎
手
続
き
に
つ
い
て

◎
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

◎
入
院
時
の
食
事
代

国民健康保険加入者

　・70歳未満

　・70歳～74歳の非課税世帯

後期高齢者医療加入者

　・非課税世帯

保険証・印鑑・マイナンバーカード（また
は通知カード）・身分証明書を持参し、窓

口で交付申請をしてください。

「限度額適用認定証」または「限度額適用・
標準負担額減額認定証」が交付されます。

対　象　者 必要な手続き

国民健康保険加入者

　・70歳～74歳の課税世帯

後期高齢者医療加入者

　・課税世帯

手続きは必要ありません。

※保険証（高齢受給者証）を提示することで、

　限度額が適用されます。

・70歳未満の国民健康保険加入者

所得※1  901万円超

所得※1  600万円超901万円以下

所得※1  210万円超600万円以下

所得※1  210万円以下

（住民税非課税世帯除く）

住民税非課税世帯

252,600円

+（医療費－842,000円）×1％

167,400円

+（医療費－558,000円）×1％

80,100円

+（医療費－267,000円）×1％

57,600円

35,400円

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

ア

イ

ウ

エ

オ

所　得　区　分 3回目まで 4回目以降※2適用区分

・70歳以上の国民健康保険加入者および後期高齢者医療加入者

※1 基礎控除後の「総所得金額等」の世帯合計額に当たります。
※2 過去12か月間に、同一世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合は、４回目以降の自己負担限度額になります。
※3 1年間（8月1日～翌年7月31日）の外来の自己負担額合計の限度額が144,000円となります。

80,100円

+（医療費－267,000円）×1％

57,600円

24,600円

15,000円

現役並み

所得者

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

44,400円

44,400円

24,600円

15,000円

57,600円

14,000円※3

8,000円

8,000円

3回目まで
外来（個人単位）所得区分

4回目以降※2

外来＋入院（世帯単位）

※4 都道府県発行の指定難病の医療受給者証をお持ちの方は260円となります。

食事代（1食あたり）

360円

210円

160円

100円

※4

所　　得　　区　　分

一般（下記以外の人）

住民税非課税世帯

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

90日までの入院

過去12か月で90日を超える入院

【申請・問い合わせ先】住民生活課国民健康保険係　　☎0137－62－2112
　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課　☎01398－2－3111

　

国
民
健
康
保
険
、
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
加
入
者
の
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
所
得
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
そ
の
区
分
に
応
じ
た
限
度
額

を
適
用
す
る
た
め
に
は
、「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
等
が
必
要
で
す
。

　

限
度
額
の
適
用
は
申
請
し
た
月

か
ら
で
す
の
で
、
医
療
費
の
支
払

い
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
場
合
に

は
、
事
前
に
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
に
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
、
医
療
費
と
あ
わ
せ
て
入
院
時

の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

等
は
、
国
保
税
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
滞
納
が
な
い
加
入
者

に
限
っ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
滞
納

し
て
い
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
自
己
負
担
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

等
の
交
付
申
請
を
し
な
い
で
、
下

表
の
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
を

し
た
場
合
は
、
差
額
を
償
還
し
ま

す
。
該
当
の
領
収
書
・
印
鑑
・
償

還
先
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
通
帳

な
ど
）
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
・
身
分

証
明
書
を
持
参
し
、
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
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【
医
療
費
助
成
受
給
対
象
者
】

　

重
度
心
身
障
が
い
者
の
方
、
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
と
親
、

ま
た
は
養
育
者
、
乳
幼
児
等
の
お

子
さ
ま
に
つ
い
て
は
、
病
気
や
け

が
で
病
院
に
か
か
っ
た
時
に
は
、

町
か
ら
医
療
費
の
一
部
が
助
成
さ

れ
ま
す
。

※
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
り
助
成

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

【
受
給
方
法
】

　

こ
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
役

場
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
医
療
費
受

給
者
証
」
を
医
療
機
関
に
受
診
す

る
際
、
保
険
証
と
一
緒
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

⑴
医
療
費
受
給
者
証
が
届
い
た
場

　

合

　

今
回
、
今
年
7
月
末
現
在
で
助

成
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
8
月
1
日
よ
り
使
用
で
き
る

新
し
い
「
医
療
費
受
給
者
証
」
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
お
手
元

に
届
い
て
い
る
方
は
特
に
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ

の
ま
ま
お
使
い
く
だ
さ
い
。

⑵
助
成
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

　

方
で
「
医
療
費
受
給
者
証
」
が
届

　

い
て
い
な
い
方

　

役
場
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保

険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

助
成
対
象
と
な
る
場
合
に
は
、

本
人
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

次
の
も
の
を
持
参
の
う
え
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

　

証
・
印
鑑

・
八
雲
町
へ
転
入
さ
れ
た
方
な
ど

は
、
転
入
前
の
市
区
町
村
の
所

得
証
明
書
（
所
得
額
・
課
税
額

の
わ
か
る
も
の
）

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

・
落
部
支
所

　

☎
0
1
3
7
│
67
│
2
2
3
1

【
第
三
者
行
為
で
け
が
を
し
た
！

こ
ん
な
時
は
？
】

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
他

人
（
第
三
者
）
の
行
為
に
よ
っ
て

け
が
を
し
た
場
合
で
も
、
国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を

使
っ
て
病
院
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
ら
、

小
さ
な
事
で
も
必
ず
、
警
察
に
届

け
出
る
と
同
時
に
、
国
保
担
当
に

も
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
単
独

の
交
通
事
故
な
ど
相
手
の
い
な
い

け
が
の
場
合
も
同
様
で
す
。

　

ま
た
、
事
故
の
際
に
、
相
手
の

身
元
を
確
認
し
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
後
か
ら
思
わ
ぬ
後
遺
症
や
障

が
い
が
発
生
し
て
も
損
害
賠
償
の

請
求
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
、
身
元
の
確
認
を

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
は
相
手
が
負
担
？
】

 
 

交
通
事
故
な
ど
他
人
の
行
為
に

よ
り
け
が
を
し
た
場
合
、
そ
の
医

療
費
は
、
自
分
に
過
失
の
な
い
限

り
、
原
則
、
相
手
が
全
額
負
担
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
（
実
際

に
は
相
手
の
加
入
し
て
い
る
損
害

保
険
会
社
）
。
そ
の
た
め
、
国
保

が
保
険
給
付
し
た
費
用
を
加
害
者

に
対
し
て
請
求
す
る
際
に
「
第
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
が
必
要

で
す
。
速
や
か
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
仕
事
中
の
け
が
は
？
】

　

交
通
事
故
で
も
仕
事
中
の
け
が

（
通
勤
途
中
を
含
む
）
の
場
合
、

労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
保

険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

場
合
は
、
職
場
の
担
当
者
へ
連
絡

し
、
指
示
に
従
い
病
院
に
か
か
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
！　

示
談
は
慎
重
に
】

　

示
談
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

相
手
に
対
し
て
、
今
後
、
一
切
の

損
害
賠
償
請
求
権
を
放
棄
す
る
こ

と
で
す
。
示
談
を
し
た
ら
、
そ
の

後
に
当
該
事
故
に
よ
る
治
療
を
受

け
た
場
合
は
、
国
保
・
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
給
付
額
（
7
〜
9

割
）
は
、
相
手
で
は
な
く
、
本
人
に

請
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。
示
談
を

結
ぶ
前
に
は
、
一
度
、
国
保
担
当

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

交
通
事
故
な
ど
が
原
因
で
病
院
に
か
か
る

と
き
は
〜
第
三
者
行
為
に
つ
い
て
〜

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
他
人
の
行
為
で
け
が
を
し
た
！

医
療
費
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
し
た

　

交
通
事
故
や
け
が
、
脳
卒
中
な

ど
で
脳
に
損
傷
を
受
け
る
と
、
記

憶
力
や
注
意
力
の
低
下
、
言
語
な

ど
に
障
が
い
を
持
ち
、
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
「
高
次
脳
機
能

障
が
い
」
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
見
た
目
に
は
わ
か
り
に
く

い
た
め
、
周
囲
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
難
し
く
、
以
前
と
の
変
化
に

家
族
や
周
囲
の
方
が
対
応
に
戸
惑

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
本
人
や
ご
家
族
、支
援
関
係
者

を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
高
次
脳
機
能
障
が

い
、
ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
方
、

家
族
、
支
援
者

①
せ
た
な
町
開
催

【
日
時
】
8
月
28

日
（
月
）

　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時

【
場
所
】
せ
た
な
町
健
康
セ
ン
タ
ー

　

（
せ
た
な
町
北
檜
山
区
徳
島
63

│
1
）

②
八
雲
町
開
催

【
日
時
】
9
月
4
日
（
月
）

　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時

【
場
所
】
北
海
道
八
雲
保
健
所

【
後
援
】
北
海
道
八
雲
保
健
所

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

脳
外
傷
友
の
会
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル

道
南
支
部

　

☎
0
1
3
8
│
22
│
6
1
8
8

「
脳
に
損
傷
を
受
け
た
当
事

者
や
家
族
の
悩
み
を
聴
く

2
0
1
7
年
相
談
会
」
開
催
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【
生
活
習
慣
病
と
は
？
】

　

「
運
動
不
足
」「
不
適
切
な
食
生

活
」「
ス
ト
レ
ス
」
な
ど
の
不
健
康
な

生
活
習
慣
に
よ
り
内
臓
脂
肪
が
蓄

積
し
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質
異

常
の
2
つ
以
上
を
抱
え
る
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
」の
状
態
か
ら
、
肥
満
症
、
高
血

圧
症
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
を
発

症
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
の

な
い
ま
ま
少
し
ず
つ
進
行
し
、
心

筋
梗
塞
な
ど
心
臓
病
（
虚
血
性
心

疾
患
）
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
合
併
症

な
ど
の
重
大
な
病
を
引
き
起
こ
し
、

長
期
的
な
治
療
、
高
額
な
医
療
費

な
ど
、
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
メ
タ
ボ
は
予
防
・
改
善
で
き
ま
す
】

　

メ
タ
ボ
は
不
健
康
な
生
活
習
慣

が
原
因
と
さ
れ
、「
適
度
な
運
動
」

「
食
生
活
の
見
直
し
」「
規
則
正
し

い
生
活
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
生

活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
体
質
が

改
善
さ
れ
、
メ
タ
ボ
も
予
防
・
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
今
後
の
特
定
健
診
（
集
団
健
診
）

の
日
程
】

◆
8
月
25

日
（
金
）
〜
27

日
（
日
）

・
町
民
ド
ッ
ク（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
）

◆
10

月
3
日
（
火
）

・
熊
石
地
域
住
民
検
診

◆
10

月
17

日
（
火
）
〜
18

日
（
水
）

・
八
雲
地
域
住
民
検
診

◆
平
成
30

年
2
月
20

日
（
火
）

〜
22

日
（
木
）

　

農
協
ミ
ニ
ド
ッ
ク（
J
A
新
函
館
）

※
今
後
の
特
定
健
診
（
集
団
健

診
）
の
詳
細
、
申
込
方
法
に
つ

い
て
は
、
別
途
、
広
報
や
チ
ラ

シ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
個
別
健
診
の
実
施
に
つ
い
て
】

◆
国
保
の
特
定
健
診
は
次
の
医
療

　

機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

・
道
南
勤
医
協
ユ
ー
ラ
ッ
プ
医
院

・
魚
住
金
婚
湯
医
院

※
平
成
30

年
2
月
末
日
ま
で
随
時

　

受
診
で
き
ま
す
。

※
受
診
す
る
際
は
各
医
院
に
あ
ら

　

か
じ
め
予
約
が
必
要
で
す
。

※
受
診
に
は
、「
特
定
健
康
診
査
受

診
券
」
が
必
要
で
す
。
4
月
ま

で
に
国
保
加
入
の
方
に
は
6
月

に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
当
日
受
診
機
関
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
5
月

以
降
に
加
入
し
た
方
、
受
診
券

を
紛
失
さ
れ
た
方
は
申
請
に
よ

り
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
の
で

国
民
健
康
保
険
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

特
定
健
診
を
受
け
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

平成29年度

国保特定健診
受診状況

　7月末現在で9.1％と昨年の同時期と

比較すると1.4％増となっています。

ご自身の健康チェックのためにも、ぜ

ひ、特定健診をご活用ください。

※平成29年7月末現在

八雲地域

熊石地域

計

昨年同期【参考】

対象者数

3,136

639

3，775

3,931

受診者数

297

46

343

303

受診率

9.5％

7.2％

9.1％

7.7％

速
報

　もの忘れや障がいの有無、年齢・性別を問わ

ず、どなたでも来店できる地域のカフェです。お

友達同士はもちろん、介護や子育てをしている方

同士で交流する場としてもご利用できます。お子

さまやお孫さんも一緒に、お気軽にお立ち寄りく

ださい。

【場所】はぴあ八雲　1階研修室

【時間】午後1時30分～3時

【日程】［８月］８月２日（水）

　　　　［９月］９月６日（水）

　※毎月第１水曜日（祝日の際は第２水曜日）

【内容】交流レクリエーション、茶話会

　　　　手芸作品などの展示

　子宮がん・乳がん検診を市立函館病院でも受

けることができることになりました。その他の

子宮がん・乳がん検診を受けることができる医

療機関は、5月号広報の折込チラシに掲載して

いますのでご確認ください。まだ検診を受けら

れていない方は、この機会にぜひ、子宮がん・

乳がん検診を受けましょう。

【市立函館病院】函館市港町1丁目10番1号

　　　　　　　　☎0138－43－2000

※医療機関で子宮がん・乳がん検診を受ける場

合は、事前にシルバープラザ・熊石総合支所

に受診券を申し込みのうえ、医療機関に受診

日時を予約してください。

おもいやりカフェを
開店します

子宮がん・乳がん検診を
市立函館病院でも受ける
ことができます

【問い合わせ先】

保健福祉課包括支援係　☎0137－65－5001

【受診券申し込み・問い合わせ先】

保健福祉課健康推進係　　　  ☎0137－64－2111
熊石総合支所住民サービス課  ☎01398－2－3111
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ちょっと知ってねY総合病院
～私たちの知識がお役に立てれば嬉しいですY～

少し歩いただけで足がつっぱる。足がやけに冷たいことはありませんか？

　もしかして足の動脈硬化が原因なのかもしれません。動脈硬化とは血管内の壁

にコレステロールなどの脂質がついて壁が厚くなったり、弾力性が失われ硬く

なった状態のことです。気づかずに放っておくと閉塞性動脈硬化症などの大きな

病気につながる可能性があります。

 

～足の症状で思い当たる方はお気軽に当院にご相談ください～

臨床検査技師

佐藤　史子
さとう ちかこ

八雲総合病院

新 任

医 師 紹 介
7月より八雲総合病院へ

赴任された医師を紹介

します 横田 正司
よこた まさし

整形外科医長

　７月より赴任した横田と申します。整形外科

を担当します。新設された人工関節センター

では、北大病院との連携で、都市部に行かなく

ても最新の医療を提供できるよう頑張ります。

　また、北海道日本ハムファイターズのチー

ムドクターとしての活動も続けています。こ

れまでの経験を生かし、地域の皆さまのお役

にたてるよう努めて参りますので、よろしく

お願い致します。

【日時】9月14日（木）午後1時30分～3時
【場所】八雲総合病院南棟5階講堂
【内容】・ミニレクレーション（絵手紙を描こう）
　　　　・茶話会（申込不要）
　　　　※茶菓子代200円がかかります
【共催】八雲町、八雲総合病院、八雲保健所
【問い合わせ先】
・保健福祉課健康推進係 ☎0137─64─2111
・八雲総合病院医事課医療連携係 ☎0137─63─2185
・八雲保健所企画総務課企画係 ☎0137─63─2168

がんサロン（茶話会）のお知らせ

　当検査室では、足の動脈硬化の検査を行っています。検査はベッドに寝た状

態で、手首に心電図を測る電極と胸に心臓の音を測るマイクを載せて両方の腕

と足首の４ヶ所で血圧を測定し、ＡＢＩ（足関節と上腕の血圧比）とＰＷＶ

（脈の伝わる速さ）を調べます。検査所要時間は準備を入れて10分～15分で

す。通常、足首血圧は上腕血圧よりもやや高いのですが、足の動脈が詰まった

り、詰まり気味だと血流が悪くなり足首血圧は上腕血圧より低くなります。

【講師】八雲総合病院

　　　　吉田  雅喜  診療部長

【日時】8月30日（水）

　　　　午後6時30分（1時間程度）

【場所】はぴあ八雲コミセンホール（1階）

【主催】八雲総合病院（小児科）

　お子さんお孫さんが、「咳」で悩んでいません

か？そんなとき、風邪や小児ぜんそくを疑うの

が一般的ですが、悪さの原因は、「副鼻腔炎」であ

ることがしばしば見受けられます。

　副鼻腔とは、額の真ん中や鼻の横にある空洞

のことで、そこに起こる炎症を「副鼻腔炎」と言

います。乳幼児期には副鼻腔が未発達で、風邪

などをきっかけに、副鼻腔に細菌やウイルスが

入り込みやすく、炎症を起こしてしまいます。

副鼻腔炎の症状は、緑色や青色の鼻水がどんど

ん出る、顔や頭の痛みが代表的ですが、咳を誘

発することも特徴です。

　乳幼児は、自分の体に起きている変化を上手

に大人に伝えられません。副鼻腔炎と咳のお話

を通じて、子どもさんの健康についてお話しし

ます。

地域医療講演会
八雲総合病院

～「咳」で悩むお子さんへ～
もしかして「副鼻腔炎？」のお話

【問い合わせ先】

八雲総合病院経営企画課　☎0137－63－2185

参加
無料

まさき
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
対
象
児

童
を
養
育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
障
害
年
金
受
給
者
の
配
偶

者
も
該
当
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
対
象
児
童
】

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
（
18

歳
到
達
後
、

最
初
の
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
、
ま
た
は
20

歳
未
満
で
一

定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童
）

を
養
育
す
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家

庭
等
）

【
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
】

　

郵
送
さ
れ
た
書
類
を
確
認
し
、

8

月

1

日
（

火

）
〜

8

月

31

日

（
木
）
の
間
に
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
遅
れ
た
場
合
は
12

月
の

支
給
日
に
手
当
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
児
童
を
、
家
庭
に
お

い
て
養
育
し
て
い
る
方
へ
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。
障
が
い
の
程
度

に
よ
っ
て
1
級
と
2
級
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童

【
所
得
状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
】

　

郵
送
さ
れ
た
書
類
を
確
認
し
、

8

月

14

日
（

月

）
〜

9

月

11

日

（
月
）
の
間
に
所
得
状
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ

た
場
合
は
11

月
の
支
給
日
に
手
当

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

　

各
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
提
出
先
窓
口
】

・
住
民
生
活
課
児
童
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係

　

☎
0
1
3
7
│
64

│
2
1
1
2

【申し込み・問い合わせ先】

八雲町子育て支援センター 10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

【内容】

　小麦粉をこねて粘土遊びをします。片栗粉

では、あーら不思議！?家庭ではなかなかで

きない遊びが、親子で楽しめます。

【対象】入園前のお子さんと保護者

【日時】

　9月12日（火）午前10時～11時30分

【場所】子育て支援センタースマイル

【定員】15組

　※定員になり次第締め切ります。

【持ち物】エプロン等（汚れても気にならな

　い服装でおいでください）

【申込期日】9月6日（水）まで

スマイル育児教室④

小麦粉粘土で遊ぼうY

不用品交換コーナー

・木製座椅子　　・たんす
・電気スタンド　・収納デスク

ゆずります

・DVDソフト　・車いす　・電動車いす
・カーペット（3畳、4.5畳、6畳）
・ゲーム機（ソフトがあればセット）

ゆずってください

【申請方法】企画振興課、熊石総合支所住民サー

ビス課、落部支所にて申請書を備え付けていますの

で、手続きを行ってください。

※町ホームページからも簡易登録申請が可能です。

【問い合わせ先】
企画振興課協働推進係　☎0137－62－2300

7月15日時点

これまでの成立件数 74件

これまでの成立件数 34件

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
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八
雲
町
町
民
自
治
推
進
委
員
会

は
、
八
雲
町
自
治
基
本
条
例
に
基

づ
く
審
議
会
で
、
自
治
基
本
条
例

お
よ
び
自
治
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
町
長
へ

意
見
を
具
申
す
る
審
議
会
で
す
。

【
日
時
】
8
月
29

日
（
火
）

午
後
6
時
30

分

【
場
所
】
役
場
議
員
控
室
（
3
階
）

【
内
容
】

・
条
例
運
用
に
つ
い
て
課
題
等
の

　

洗
い
出
し

・
そ
の
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
振
興
課
協
働
推
進
係　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

　　

　町民の皆様の声を広く聞き、町民主体の自治を実現することを目的に、

平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。

　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施

についてお知らせします。

　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に

参加しませんか？

【
日
時
】

　

8
月
22

日
（
火
）
午
後
4
時

【
場
所
】

　

熊
石
国
保
病
院
会
議
室

【
内
容
】

・
平
成
28

年
度
決
算
に
つ
い
て

・
平
成
29

年
度
予
算
に
つ
い
て

・
そ
の
他　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
石
国
保
病
院

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
5
5
5

　

八
雲
町
総
合
教
育
会
議
は
、
町

長
と
教
育
委
員
が
教
育
行
政
の
重

点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
等
に
つ
い

て
、
協
議
・
調
整
等
な
ど
を
行
う

会
議
で
す
。

【
日
時
】

　

8
月
30

日
（
水
）
午
後
3

時

【
場
所
】
公
民
館
第
1
会
議
室

【
内
容
】　

・
八
雲
町
教
育
の
将
来
展
望
に
つ

　

い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

学
校
教
育
課
総
務
係　

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

八雲町自治基本
条例第12条の規
定に基づき、
会議を公開で
行います
皆様の傍聴を
お待ちして
います

八
雲
町
総
合
開
発
委
員
会

を
開
催
し
ま
す

八
雲
町
総
合
教
育
会
議
を

開
催
し
ま
す

八
雲
町
熊
石
国
民
健
康
保

険
病
院
運
営
委
員
会
を
開

催
し
ま
す

八
雲
町
町
民
自
治
推
進
委

員
会
を
開
催
し
ま
す

　

八
雲
町
総
合
開
発
委
員
会
は
、

町
長
の
付
属
機
関
と
し
て
、
八
雲
町

の
産
業
経
済
、
福
祉
、
教
育
な
ど
住

民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
各
種
の

政
策
に
つ
い
て
総
合
的
に
審
議
し
、

意
見
を
具
申
す
る
委
員
会
で
す
。

【
日
時
】
8
月
21

日
（
月
）

午
後
1
時
30

分

【
場
所
】
役
場
第
1
会
議
室

（
2
階
）

【
内
容
】

・
第
2
期
八
雲
町
総
合
計
画
策
定

　

に
つ
い
て

・
地
方
創
生
総
合
戦
略
効
果
検
証

　

に
つ
い
て

・
事
務
事
業
等
の
見
直
し
方
針
の

　

進
捗
状
況
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
振
興
課
企
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

　

八
雲
町
熊
石
国
民
健
康
保
険
病

院
運
営
委
員
会
は
、
八
雲
町
熊
石

国
民
健
康
保
険
病
院
の
運
営
に
つ

い
て
協
議
・
検
討
す
る
た
め
の
委

員
会
で
す
。

　町長と話したい、町長の考えを聞いてみ

たいと思っている町民の方との懇談会を開

催しています。

◆人数　５名以上（団体、個人は問いません）

◆懇談時間　概ね１時間程度

◎希望の開催日時と会場を事前にお知らせ

ください（こちらから伺います）。随時受

け付けしています。

※日程は町長の公務日程と調整させていただ

きます。

◆申込先

　企画振興課協働推進係

☎0137－62－2300

　地域振興課まちづくり推進係

　☎01398－2－3111

OK
町長との
懇談会
いつでも
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八
雲
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
は
、
地
方
教
育
行
政
の

組
織
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
八
雲
町
教
育
委
員
会

の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、

学
校
給
食
の
実
施
計
画
、
衛
生
管

理
な
ど
を
協
議
す
る
委
員
会
で
す
。

【
公
募
人
数
】
2
名

【
応
募
資
格
】　

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
平
成
29

年
10

月
1
日
現
在
、
満

　

20

歳
以
上
で
八
雲
町
在
住
の
方

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職

　

員
（
八
雲
町
職
員
で
あ
っ
た
方

　

を
含
む
）
以
外
の
方

【
任
期
】
1
年
間

　

平
成
29

年
10

月
１
日
〜

平
成
30

年
9
月
30

日

【
報
酬
】
1
回　

5
，
6
0
0
円

【
開
催
回
数
】
年
2
回
程
度

※
平
日
、
日
中
に
開
催
予
定

公
募
人
数
を
上
回
る
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
、
農
林
課
に
設
置

　

す
る
応
募
用
紙
を
提
出

【
応
募
期
限
】
8
月
31

日
（
木
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課
農
業
振
興
係　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

　

八
雲
町
立
図
書
館
協
議
会
は
、

町
立
図
書
館
の
健
全
か
つ
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
検
討
を
行
う
協

議
会
で
す
。

【
公
募
人
数
】
1
名

【
応
募
資
格
】

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職

員
（
八
雲
町
職
員
で
あ
っ
た
者

も
含
む
）
以
外
の
方

・
八
雲
町
に
居
住
し
、
任
命
時

（
平
成
29

年
10

月
1
日
）
現
在
、

満
20

歳
以
上
で
あ
る
方

・
図
書
館
に
つ
い
て
幅
広
い
識
見

と
関
心
を
有
す
る
方

・
年
2
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に

出
席
で
き
る
方

【
任
期
】
2
年

　

平
成
29

年
10

月
1
日
〜

平
成
31

年
9
月
30

日

【
報
酬
】
1
回　

5
，
6
0
0
円

【
開
催
回
数
】
年
2
回

【
選
考
方
法
】

　

応
募
要
件
を
満
た
す
希
望
者
が

公
募
人
数
を
上
回
る
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
、
図
書
館
に
設
置

　

す
る
応
募
用
紙
を
提
出

【
応
募
期
限
】
8
月
31

日
（
木
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
立
図
書
館　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
5
0
7

※
月
〜
金
の
み
受
け
付
け

（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

八
雲
町
育
成
牧
場
運
営
協

議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

八
雲
町
立
図
書
館
協
議
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

八
雲
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
委
員
を
公
募
し

ま
す

【
選
考
方
法
】

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
、
給
食
セ
ン
タ
ー

　

に
設
置
す
る
応
募
用
紙
を
提
出

【
応
募
期
限
】
9
月
8
日
（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
8
0
1

　

八
雲
町
育
成
牧
場
運
営
協
議
会

は
、「
八
雲
町
育
成
牧
場
運
営
協

議
会
条
例
」
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
、
八
雲
町
育
成
牧
場
の
円
滑
な

運
営
に
向
け
た
検
討
を
行
う
協
議

す
る
委
員
会
で
す
。

【
公
募
人
数
】
2
名

【
応
募
資
格
】

　

八
雲
町
に
在
住
し
、
酪
農
・
畜

産
に
関
心
の
あ
る
平
成
29

年
10

月

1
日
時
点
で
満
20

歳
以
上
の
方

【
任
期
】
2
年

　

平
成
29

年
10

月
1
日
〜

平
成
31

年
9
月
30

日

【
報
酬
】
1
回　

5
，
6
0
0
円

【
開
催
回
数
】
年
2
回

【
選
考
方
法
】

　

応
募
要
件
を
満
た
す
希
望
者
が

八雲町自治基本
条例第17条の規
定に基づき、
委員の一部
を公募
します

八雲地域限定

火災発生時は１分間、断続して
サイレンだけが鳴ります

　防災行政無線（屋外スピーカー）から、突然サイレンが鳴った場

合は、火災発生による消防職員・団員を招集するための信号（サイ

レン）です。

　７月中旬より、この方法に切り替えて運用していますので、サ

イレンが鳴った際はご注意ください。

　火災など発生場所の問い合わせは、テレホンサービス（☎0137

－62－4444）、ツイッター（八雲消防配信サービス）でご確認くだ

さい。119番は緊急回線のため、上記では利用しないでくださ

い。

【問い合わせ先】八雲町消防本部消防課 警防第１・２係

　☎0137－63－2686
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〈
広
告
〉

・病院、各施設からの直接安置等、ご相談下さい

・町外からの搬送もお引き受けいたします

・自宅や寺院・会館を利用しての葬儀全てお任せ

　下さい

〒049－3102 北海道二海郡八雲町東町247－1

電話 0137－64－2855　FAX 0137－66－5015

新規・解体撤去・
リフォーム追加彫刻…
墓石のことなら
ご相談くださいY
洋型・和型墓石も各種展示いたしております。

お任せ下さい！！

TEL（0137）62－2960　FAX（0137）63－2266

〈
広
告
〉

　

八
雲
町
社
会
教
育
委
員
会
議
は

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
を
立

案
し
、
教
育
委
員
会
に
意
見
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
関
係

団
体
や
指
導
者
に
対
し
て
指
導
や

助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

八
雲
町
公
民
館
運
営
審
議
会

は
、
公
民
館
生
涯
学
習
講
座
や
利

用
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

※
社
会
教
育
委
員
期
間
は
、
八
雲

町
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
を

合
わ
せ
て
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

【
公
募
人
数
】
2
名

【
応
募
資
格
】　

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
平
成
29
年
10
月
1
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
で
八
雲
町
在
住
の
方

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職

　

員
（
八
雲
町
職
員
で
あ
っ
た
方

　

を
含
む
）
以
外
の
方

・
社
会
教
育
に
関
心
を
持
ち
、
具

　

体
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方

・
年
間
4
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会

　

議
に
出
席
で
き
る
方

【
任
期
】
2
年
間

　

平
成
29
年
10
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
31
年
9
月
30
日

【
報
酬
】
1
回
5
，
6
0
0
円

【
開
催
回
数
】
年
4
回
程
度

八
雲
町
社
会
教
育
委
員

お
よ
び
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

【
選
考
方
法
】

　

応
募
要
件
を
満
た
す
希
望
者
が

公
募
人
数
を
上
回
る
場
合
は
、
八

雲
町
教
育
委
員
会
で
選
考
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
、
社
会
教
育
課
に

　

設
置
す
る
応
募
用
紙
を
提
出

【
応
募
期
限
】

　

8
月
7
日
（
月
）
〜
31
日
（
木
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

　

「
北
海
道
総
合
計
画
」
は
、
す
べ
て
の
道
民
の
皆
さ
ま
が
、
今
後

の
目
指
す
姿
と
進
む
べ
き
道
筋
を
共
有
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
お
互
い
に
連
携
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
の
指
針
と
し
て
、
平
成
28
年
3
月
に
道
が
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
人
口
減
少
問
題
や
本
道
の
強
靭
化
な
ど

に
し
っ
か
り
対
応
し
、
北
海
道
の
多
様
な
価
値
と
強
み
を
活
か
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
道
民
の
皆
さ
ま
に
総
合
計
画
を
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
団
体
・
企
業
や
学
校
、
市
町
村
な
ど
を
対
象
に
出
前
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
北
海
道
総
合
計
画
」
お
よ
び
出
前
講
座
の

詳
細
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
北
海
道

総
合
政
策
部
政
策
局
計
画
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
北
海
道
総
合
計
画
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.h
o
k
k
aid
o
.lg
.jp
/ss/sk

s/

　

h
o
k
k
aid
o
_
so
g
o
k
e
ik
ak
u
.h
tm

　

北
海
道
総
合
政
策
部　

政
策
局
計
画
推
進
課　

　

☎
0
1
1
│
2
0
4
│
5
6
3
0

輝
き
つ
づ
け
る
北
海
道

「
北
海
道
総
合
計
画
」
が

　
　
　
　
　
　
　

策
定
さ
れ
ま
し
た

平
成
28
年
度
〜
平
成
37
年
度

広報やくも広告募集中
①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　……………………… 月額（町内業者）20,570円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　……………………… 月額（町内業者）10,280円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　……………………… 月額（町内業者）5,140円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　……………………… 月額（町内業者）1,540円
詳しくは、企画振興課協働推進係まで

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
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入札（見積合わせ）結果（6月16日～7月15日）1，000，000円以上 単位：（円）

㈱シンオシマ

㈲東和 

㈱黒島建設

㈱近藤組 

㈲東和

原田・吉野特定建設工事共同企業体 

八雲製材・田中特定建設工事共同企業体 

㈲渡部電気工業 

㈲イナミ電気工業 

㈱角田配管工業所 

㈲蜂谷工業 

岩越・渡部特定建設工事共同企業体 

㈱三関建築設計事務所

㈱シバンス 

㈱シバンス｠

㈱通電技術

ヤマニ坂本商店

㈱ドーコン

東陽建設㈱

㈱ＮＪＳ札幌事務所

㈱ＮＪＳ札幌事務所

29,473,200

11,426,400

24,364,800

16,156,800

6,382,800

73,450,800

75,319,200

9,417,600

9,417,600

12,085,200

12,171,600

115,549,200

4,870,800

5,940,000

4,212,000

1,728,000

3,423,600

9,957,600

29,084,400

9,979,200

9,784,800

11月10日

10月10日

10月30日

10月20日

10月10日

11月30日

11月30日

11月30日

11月30日

11月30日

11月30日

12月10日

12月14日

10月20日

10月20日

12月10日

8月25日

H30.2.28

11月30日

12月15日

H30.2.20

28,080,000

10,283,760

23,436,000

15,654,600

5,744,520

72,900,000

74,736,000

8,475,840

8,475,840

11,772,000

11,804,400

103,994,280

4,428,000

5,616,000

3,985,200

1,620,000

3,315,600

9,288,000

28,188,000

8,856,000

8,748,000

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに8月15日（火）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書及び個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

大新線路面改修工事

末広宮園線道路改良工事

八雲中学校外構整備工事

落部小学校外構整備工事 

相生5号線改良舗装工事 

出雲町A団地公営住宅新築工事（C棟建築主体） 

出雲町A団地公営住宅新築工事（D棟建築主体） 

出雲町A団地公営住宅新築工事（C棟電気設備） 

出雲町A団地公営住宅新築工事（D棟電気設備）

出雲町A団地公営住宅新築工事（C棟機械設備） 

出雲町A団地公営住宅新築工事（D棟機械設備）

八雲町防災行政無線（熊石地域）戸別受信機整備工事

出雲町A団地公営住宅新築工事監理業務

幹線林道栄浜線ほか３路線点検診断業務

幹線林道磐石岳線点検診断業務

八雲町防災行政無線（熊石地域）戸別受信機整備工事監理業務

落部地区配水管布設替工事（第1工区）

公共下水道全体計画変更・事業計画変更業務

幹線林道栄豊線法面改良工事

熊石簡易水道配水管布設替実施設計業務

熊石簡易水道浄水場紫外線処理設備外実施設計業務

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃

請負業者名 予定価格 契約金額 工 期工 事 名（委託業務名）

H13

H15

H16

S51

H7

S62

S57

S58

Ｓ63

Ｈ５

H5

Ｈ５

Ｈ6

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

3

1

2

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

風呂場

風呂場

風呂場

風呂場

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 69.86G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 59.31G

１棟4戸平屋建 3DK 51.30G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LDK 79.79G

１棟6戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 70.53G

１棟6戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LＤＫ 68.79G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 70.30G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 68.16G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（２Ｆ・3F） 3LDK 70.99G

１棟１０戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 71.74G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LDK 73.44G

19,700円

19,300円

16,400円

7,700円

18,800円

14,900円

14,200円

14,400円

15,700円

16,800円

20,100円

20,300円

21,100円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

87,900円

94,100円

86,400円

13,300円

50,800円

35,100円

32,200円

33,400円

34,900円

36,500円

42,900円

43,300円

48,600円

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町99－1）

折戸団地（熊石折戸町95－1）

泊川団地（熊石泊川町1097－2）

泊川団地（熊石泊川町862－3）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町180－4）

15,700円

12,600円

13,100円

23,400円

18,800円

19,500円

～

～

～

S53

S53

S53

1

1

1

風呂場

風呂場

風呂場

１棟6戸2階建 3DK 67.72G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟4戸2階建 3DK 63.86G

東町団地（東町289－18）

野田生団地（野田生463－1）

落部団地（落部842－4）
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お
知
ら
せ

○
道
南
う
み
街
信
用
金
庫　

様

・
乙
部
産
道
南
杉　

木
製
ベ
ン
チ

（
熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院
）

○
東
陽
建
設
株
式
会
社　

様

・
フ
ラ
ワ
ー
フ
レ
ー
ム
一
式

（
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
）

○
有
限
会
社
丸
富　

様

・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
ゴ
ニ
ア

　

花
苗　

2
，
0
0
0
株

（
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
）

○
八
雲
総
合
病
院

　

8

月
6
日
、
11

日
、
13

日
、
20

日
、

　

27

日

　

9

月
3

日
、
10

日
、
17

日
、
18

日

　

1

0
1
3
7
│
63

│
2
1
8
5

・
八
雲
町
役
場

　

午
前
10

時
〜
11

時
45

分

　

午
後
1
時
〜
4
時
30

分

　

祖
国
の
繁
栄
と
同
胞
の
安
泰
を

念
じ
つ
つ
散
華
さ
れ
た
八
雲
町
出

身
戦
没
者
を
追
悼
し
、
併
せ
て
恒

久
平
和
を
祈
念
す
る
式
典
を
執
り

行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
町
民
の

ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
八
雲
中
学
校
生
徒
の

吹
奏
楽
部
に
よ
る
「
献
奏
」
、
八

雲
町
平
和
学
習
事
業
で
広
島
県
へ

派
遣
さ
れ
た
４
名
の
中
学
生
に
よ

る
「
平
和
の
誓
い
」
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
8
月
15

日
（
火
）

午
前
11

時
10

分

町
へ
の
寄
附

日
曜
・
休
日
当
番
医

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

【
場
所
】

　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

※
天
候
に
関
わ
ら
ず
、
会
場
は
シ

　

ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
30

年
の

成
人
式
を
八
雲
・
熊
石
両
地
域
と

も
1
月
3
日
（
水
）に
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

平
成
9
年
4
月
2
日
〜
平
成
10

献
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　
　
　
　

9
月
11
日
（
月
）

成
人
式
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

1
月
3
日
（
水
）

　渡島・檜山の1市16町で構成する「渡島・

檜山地方税滞納整理機構」は、今年で設立か

ら14年目を迎え、市や町が単独で行えない

ような徴収困難な滞納事案を引き受け、強制

的な滞納処分により地方税の徴収を行う一部

事務組合です。

　納税に全く誠意の見られない滞納者の預貯

金や給与の差し押さえ、公売等の厳格な滞納

処分を中心とした滞納整理を行っています。

　平成29年度も、260人、2億7,000万円を

引き受け、滞納整理を進めています。八雲町

でも、毎年30人ほどの滞納者を滞納整理機

構に依頼し滞納整理を進めています。

　町も滞納整理機構と一体となって、税負担

の公平化と税収のアップを目指し滞納整理を

進めています。町税に未納のある場合は、早

期に完納されるか納税相談に来庁されるよう

お願いします。

【平成28年度の実績】

　・引受人数：265人（法人も含む）

　・引受金額：2億7,560万円

　・徴収金額：1億2,420万円

　　（延滞金1,815万円を含む）

【問い合わせ先】

　財務課納税係　☎0137－62－2114

滞納整理機構の

取り組みと実績

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

※
名
簿
は
11

月
1
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
作
成
し
、

12

月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
が
、
12

月
中
旬
ま
で
に
案

内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
出
席

を
希
望
す
る
地
域
の
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
学
生
で
一
時
的
に
住

　

民
票
を
移
し
て
い
る
方
や
八
雲

　

町
出
身
で
現
在
他
市
町
村
に
お

　

住
ま
い
の
方
で
も
出
席
で
き
ま

　

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
程
、
場
所
な
ど
】

○
熊
石
地
域

　

八
雲
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

く
ま
い
し
館

【
受
付
】
正
午

【
式
典
】
午
後
1
時

【
記
念
公
演
な
ど
】
午
後
2
時

○
八
雲
地
域

　

八
雲
町
民
セ
ン
タ
ー

【
受
付
】
午
後
2
時

【
式
典
】
午
後
3
時

【
記
念
公
演
な
ど
】
午
後
4
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
熊
石
地
域
：
熊
石
教
育
事
務
所

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

・
八
雲
地
域
：

　

社
会
教
育
課（
公
民
館
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

戦
没
者
追
悼
な
ら
び
に

平
和
記
念
式
へ
ご
参
列

く
だ
さ
い
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〈
広
告
〉

　

8
月
18

日
（
金
）
、
25

日
（
金
）

午
後
1
時
〜
4
時
（
相
談
30

分
）

※
午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
付

　

が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

※
予
約
制
・
先
着
順

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2

　

八
雲
町
消
防
本
部
で
は
、「
救

急
の
日
」
に
普
通
救
命
講
習
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
あ
な
た
の
手
を
差
し
伸
べ

ら
れ
る
よ
う
応
急
手
当
を
身
に
つ

け
て
お
き
ま
せ
ん
か
。

※
救
急
の
日
以
外
に
も
普
通
救
命

　

講
習
や
一
般
救
命
講
習
を
実
施

　

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
9
月
9
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30

分
〜

　

午
後
0
時
30

分

【
場
所
】

・
八
雲
消
防
署

・
熊
石
消
防
署

【
対
象
】

・
中
学
生
以
上
で
町
内
在
住
ま
た

　

は
在
勤
し
て
い
る
方

・
受
講
人
数
は
各
消
防
署
30

名
程

度
を
予
定
し
て
お
り
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
終
了
す
る
と
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
救
急
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署
警
防
係　

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

◎
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
次
の
場
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
自
筆
）
し
、
必
要
と
な
る
添
付

書
類
を
同
封
の
う
え
、
写
真
を
貼

り
総
務
課
人
事
厚
生
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
申
込
書
上
部
の
「
八
雲

町
職
員
（　

）
採
用
申
込
書
」
の

（　

）
内
に
申
し
込
み
さ
れ
る
職

種
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
を
郵
便
で
請
求
す
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
82

円
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

役
場
総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊

石
総
合
支
所
、
落
部
支
所
、
相
沼

泊
川
出
張
所
、
ま
た
は
函
館
公
共

職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
共
通
事
項

【
試
験
会
場
】
八
雲
町
役
場

【
受
験
資
格
】

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
受
験
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16

条
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

【
試
験
内
容
】

・
書
類
選
考　

・
面
接
試
験

・
論
文
試
験
（
60

分
）

【
添
付
書
類
】

・
最
終
学
歴
の
卒
業
（
見
込
み
）
証

　

明
書
お
よ
び
成
績
証
明
書

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

し
【
待
遇
】

　

八
雲
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
に

よ
る

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

《
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　

職
員
（
保
育
士
）
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
29

年
10

月
1
日

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
町
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
（
栄
町
13

番
地
1
）

【
業
務
内
容
】

　

発
達
の
遅
れ
、
心
配
や
障
が
い

の
あ
る
児
童
の
相
談
、
療
育
等
発

達
支
援
全
般
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
業
務
（
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
な
ど
）

【
受
験
資
格
】

・
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
ま

　

た
は
平
成
29

年
9
月
30

日
ま
で

　

に
資
格
取
得
予
定
の
方

※
療
育
、
障
が
い
児
福
祉
に
関
係

　

す
る
仕
事
を
経
験
し
た
こ
と
の

　

あ
る
方
が
望
ま
し
い

【
添
付
書
類
】

　

保
育
士
登
録
証
の
写
し
ま
た
は

認
定
証
の
写
し

【
受
付
期
間
】

　

平
成
29

年
8
月
25

日
（
金
）
ま
で

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜

　

午
後
5
時
15

分
（
平
日
の
み
）

※
郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着

【
試
験
予
定
日
】

　

平
成
29

年
9
月
1
日
（
金
）

　

集
合
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

募　
　

集

応
急
手
当
を

　
　
　
　

身
に
つ
け
よ
う

試
験
・
講
習

相　
　

談

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

八雲町落部130

Tel 67－2454

http://aiki929.jp

シ
ミ
抜
き 

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

洗
濯
に
、
手
作
り
天
然
薬
草
酵
素
液
を
使
用

相
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

各
コ
ー
ス 

特
殊
加
工 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

数
少
な
い
上
級
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
者
の
い
る
お
店

《
保
育
士
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
29

年
10

月
1
日

【
勤
務
場
所
】
熊
石
保
育
園

（
熊
石
根
崎
町
4
1
7
）

【
受
験
資
格
】

・
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
ま

た
は
平
成
29

年
9
月
30

日
ま
で

に
資
格
取
得
予
定
の
方

【
添
付
書
類
】

　

保
育
士
登
録
証
の
写
し
ま
た
は

認
定
証
の
写
し

【
受
付
期
間
】

　

平
成
29

年
8
月
25

日
（
金
）
ま
で

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜

　

午
後
5
時
15

分
（
平
日
の
み
）

※
郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着

【
試
験
予
定
日
】

　

平
成
29

年
9
月
1
日
（
金
）

　

集
合
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

《
保
健
師
》

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
30

年
4
月
1
日

【
受
験
資
格
】

　

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
平
成
30

年
3
月
31

日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
方

【
添
付
書
類
】

　

保
健
師
免
許
証
の
写
し
ま
た
は

資
格
取
得
見
込
証
明
書

【
受
付
期
間
】

　

平
成
29

年
10

月
20

日
（
金
）
ま
で

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜

　

午
後
5
時
15

分
（
平
日
の
み
）

※
郵
送
は
、
同
日
必
着

【
試
験
予
定
日
】

　

平
成
29

年
11

月
16

日
（
木
）

　

集
合
時
間
は
別
途
通
知
し
ま

す
。

《
社
会
福
祉
士
》

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
30

年
4
月
1
日

【
業
務
内
容
】

　

障
が
い
者
福
祉
ま
た
は
児
童
福

祉
に
関
す
る
業
務

【
受
験
資
格
】

　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

方
ま
た
は
平
成
30

年
3
月
31

日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
方

【
添
付
書
類
】

　

社
会
福
祉
士
登
録
証
の
写
し
ま

た
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書

【
受
付
期
間
】

　

平
成
29

年
10

月
20

日
（
金
）
ま
で

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜

　

午
後
5
時
15

分
（
平
日
の
み
）

※
郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着

【
試
験
予
定
日
】

　

平
成
29

年
11

月
16

日
（
木
）

　

集
合
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

◎
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

八
雲
町
消
防
本
部
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
消

防
本
部
に
備
え
付
け
の
消
防
職
員

採
用
申
込
書
兼
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
（
自
筆
）
し
、
指
定
す

る
書
類
を
添
え
て
、
消
防
本
部
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
お
よ
び
健
康
診
断
書

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
職
務
内
容
】

　

消
防
吏
員
と
し
て
八
雲
町
の
防

災
・
予
防
事
務
お
よ
び
救
急
、
救

助
業
務
に
従
事

【
募
集
人
員
】
2
名

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
30

年
4
月
1
日
（
予
定
）

【
受
験
資
格
】

・
平
成
6
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
30

年

3
月
ま
で
に
救
急
救
命
士
国
家

試
験
資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

（
採
用
は
、
合
格
が
条
件
で
す
）

・
地
方
公
務
員
法
第
16

条
（
欠
格

条
項
）
に
該
当
し
な
い
方

・
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
て
い

る
方
（
Ａ
Ｔ
車
限
定
不
可
）
か
つ

大
型
自
動
車
免
許
を
有
し
て
い

る
か
、
も
し
く
は
、
採
用
後
自

費
に
よ
り
大
型
自
動
車
免
許
取

得
が
で
き
る
方

・
八
雲
町
内
よ
り
通
勤
可
能
な
方

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

【
試
験
内
容
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験

　

適
性
試
験
・
体
力
試
験

【
添
付
書
類
】

・
救
急
救
命
士
免
許
証
の
写
し
、

　

ま
た
は
救
急
救
命
士
名
簿
登
録

　

済
証
明
書
の
写
し

・
救
急
救
命
士
養
成
学
校
の
卒
業

証
明
書
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み

証
明
書
お
よ
び
成
績
証
明
書

（
成
績
証
明
書
は
、
救
急
救
命

士
免
許
の
取
得
で
き
る
見
込
み

の
あ
る
方
）

・
健
康
診
断
書

　

（
備
え
付
け
の
用
紙
使
用
）

※
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

　

に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
」
と

　

朱
書
し
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　

8
月
14

日
（
月
）
〜

　

9
月
13

日
（
水
）
午
後
5
時
ま
で

　

郵
送
は
9
月
13

日
の
消
印
有
効

【
試
験
日
時
】

　

9
月
26

日
（
火
）
午
後
1
時
30

分

【
試
験
場
所
】
八
雲
町
消
防
本
部

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
消
防
本
部

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

八
雲
町
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ
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■
い
よ
い
よ
夏
本
番
が
到
来
し
ま
し
た
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な

ど
、
自
動
車
で
遠
方
に
出
か
け
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
家

族
や
友
人
と
の
楽
し
い
夏
の
思
い
出
も
、
交
通
事
故
に
遭
っ
て
は
台
無
し
で
す
。

■
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
、
相
手
か
ら
い
く
ら
補
償
し
て
も
ら
え
る
の
か
、
ど

ち
ら
に
ど
れ
だ
け
過
失
（
落
ち
度
）
が
あ
る
の
か
な
ど
、
疑
問
が
た
く
さ
ん
湧
い
て
き

ま
す
。
ま
た
、
加
害
者
や
保
険
会
社
の
対
応
に
納
得
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
さ
れ

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

■
そ
ん
な
と
き
、
で
き
れ
ば
専
門
家
に
相
談
し
て
み
た
い
と
考
え
る
方
も
お
ら
れ
る
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
的
に
弁
護
士
費
用
は
必
ず
し
も
安
い
も
の
で
は
な
い

た
め
、
従
来
、
被
害
者
は
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
を
躊
躇
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
と
損
害
保
険

会
社
と
で
協
力
し
て
作
っ
た
の
が
、
弁
護
士
費
用
特
約
付
き
保
険
で
す
。

■
弁
護
士
費
用
特
約
付
き
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
、
い
ざ
自
動
車
事
故
な
ど
に
巻
き

込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
弁
護
士
に
相
談
し
た
り
、
依
頼
す
る
た
め
の
費
用
が
保

険
会
社
か
ら
支
払
わ
れ
る
の
で
、
料
金
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
弁
護
士
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
で
は
弁
護
士
費
用
特
約
を
付
け
た
お
ぼ
え
が
な
い
場
合
で

も
、
特
約
が
付
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
か
な
り
の
割
合
で
あ
り
ま
す
の
で
、
気
に

な
っ
た
方
は
保
険
会
社
と
の
契
約
内
容
を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
も
ち
ろ
ん
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
保
険
の
知
識
も
頭
の
片
隅
に
お
い
て
い
た
だ
き
、

安
心
し
て
楽
し
い
夏
休
み
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
交
通
事
故
の
ト
ラ
ブ
ル
を
め
ぐ
る
相
談
を
は
じ
め
、
皆
さ

ま
か
ら
の
各
種
法
律
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を
満
た
す
方

は
、
3
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少
し
で
も
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0

│
3
3
8
3
│
8
3
6
6
）
」
ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│
3
3
8
3
│
5
5
6
3
）
」
で
も
、

ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

62

ご
存
知
で
す
か
？
弁
護
士
費
用
特
約

八雲警察署からお知らせ

　管内では5月に釣り人が転落して死亡する水難

事故が発生しています。水難事故に遭わないため

に次のことに注意しましょう。

⑴波の力で倒されたり、沖に流される危険があり

ます。水辺で遊んでいる子供の近くから離れず、

目を離さないようにしましょう。

⑵海水浴場などの指定された場所で、自分の技量

や体力に応じて泳ぎましょう。遊泳禁止区域で

は、どのような危険があるか分かりません。

⑶体調不良時や飲酒しての遊泳は事故の元です。

無理をしたり、お酒を飲んで泳がないようにし

ましょう。

⑷釣りをするときは、救命胴衣を必ず着用し、安

全な場所で行いましょう。高波時の防波堤、流

れの速い岸辺、滑りやすい岩場は避けましょう。

⑸水上オートバイは遊泳区域に入らないこと。　

遊泳者などに注意するなどの安全航行に努め、

救命胴衣を必ず着用しましょう。

【問い合わせ・申し込み先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

鳴
本　
　

翼

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

海や川
危険もいっぱい  ご用心

【試験日】平成29年9月17日（日）

※1次試験は八雲（八雲警察署内）で受験できます。

【受付期間】

　8月1日（火）～28日（月）（電子申請も同じ）

※7月3日（月）から申込書の配布

【受験資格】

　・学歴－Ａ区分

　　学校教育法による大学（短期大学を除く）等を

　　卒業した方（平成30年３月卒業見込者を含む）

　　　　－Ｂ区分　Ａ区分以外の方

　・年齢－昭和60年4月2日

　　　　～平成12年4月1日までに生まれた方

　（平成30年4月1日現在で18歳以上33歳未満）

【問い合わせ先】八雲警察署

※24時間受け付けています。

平成29年度（第2回）
北海道警察官採用試験

北海道警察官募集

ち
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ょ
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みんなの年金ガイド
今月の年金相談

8月17日（木）

10:30～12:00
13:00～15:30

第3会議室

完全予約制
8月10日（木）前までにお申し込みください。

次回は9月14日（木）です。
ご存じですか？国民年金基金

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番） 10137－62－2112（内線245）

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。

知っ
て

おき
たい

○国民年金基金とは？
　国民年金基金とは国民年金に上乗せして厚生年金に加入

している方（会社員等）と、国民年金だけにしか加入して

いない方（自営業者等）の将来受け取る年金額の格差を埋

めるために創設された公的な年金です。

○加入するメリット
①自分のライフプランに合わせて、掛け金や給付の種類

（年金の受け取り方）をある程度選択することができま

す。加入後もライフサイクルに応じて月々の掛金を増減

することができます。

②掛金は、全額が所得控除の対象となり、所得税や住民税

が軽減されます。

○加入条件
　下記のような方が加入できます。

　①日本国内に居住している20歳以上60歳未満の自営業者とその家族

　②自由業、学生などの国民年金の第1号被保険者

　③日本国内に居住している60歳以上65歳未満の方で国民年金の任意加入被保険者の方々

○注意点

　国民年金基金への加入は任意ですが、付加年金を代行した公的な年金制度のため、加入後は途中で

任意に脱退はできません。

　会社員になったときなど国民年金の第1号被保険者でなくなった・60歳になったとき（60歳以上で加

入された方は65歳になったとき）など、いくつかある要件に該当した時のみ脱退となります。

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、役場社会係までご連絡願います。

厚生年金基金

厚生年金

国民年金

国民年金基金

国民年金

詳しくは・・・
北海道国民年金基金（フリーダイヤル☎0120－65－4192）もしくは国民年金基金連合会の
ホームページ（www.npfa.or.jp/）をご覧ください。
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